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事業分野別売上総利益（億円）

2021年3月期上半期 2022年3月期上半期 対前年同期

売上高総利益率 29.0% 30.6% ＋1.6ポイント
売上高営業利益率 4.8% 6.1% ＋1.3ポイント
1株当たり当期純利益 61.1円 77.9円 ＋16.8円

ＪＢＣＣホールディングス株式会社
代表取締役社長

東 上 　 征 司

当連結会計年度においては、ＪＢグループがこれまでに
蓄積した技術やナレッジを結集したグループの新しいサー
ビス体系「HARMONIZE」を発表し、超高速開発、クラ
ウド、セキュリティ、クラウドデータ連携を中心とした高
付加価値ソリューションで、お客様に伴走しながらお客様
のDX実現に取り組んでまいりました。

新たに策定した3カ年の中期経営計画「HARMONIZE 
2023」のもと、注力事業を明確にし、中長期にわたり継
続的かつ安定的に成長できる「価値創造型企業」へと変
革を進めております。

さらに、コロナ後を見据えた新しい働き方への取り組
み（Style J）により、時間、場所、年齢、組織を問わず、
社員一人ひとりが自律した柔軟な働き方ができ、それぞ
れが輝ける環境づくりにも力を入れています。 

その中で当上半期においては、クラウドサービス、セ
キュリティサービスが大きく伸長し、新規受注高は過去
最高となっており、今後のストックビジネスの伸長に期
待しております。システム開発（SI）においても当社独
自のＪＢアジャイルと呼ぶ開発手法による超高速開発が
前年同期比＋70%の受注高を達成するとともに、クラウ
ドデータ連携についても自社で開発したクラウド連携サ
ービス「Qanat Universe」が新たに21のSaaSとの接続

に対応、契約本数も増加し順調に進捗しています。 
この結果、当上半期の業績は、売上高27,571百万円、

営業利益1,668百万円、経常利益1,778百万円、親会社株
主に帰属する四半期純利益1,256百万円となりました。売
上高は選択と集中のための事業譲渡の影響等もあり前年
同期比で－8.6%となったものの、収益力は高まり、営業
利益は同＋16.1%、経常利益は同＋19.9%と大幅に伸長
し、着実に高収益体質へと事業構造の変革が進んでいま
す。この結果、売上高営業利益率も、前年同期の4.8%か
ら6.1%に大きく向上いたしました。

このような業績状況を踏まえ、当上半期における中間配
当は26円とし、前期期末配当に対し2円の増配といたしま
した。また、株主の皆様への一層の利益還元の観点から、
自己株式の市場買付（上限：1,000百万円、60万株）を
実施しております。

私たちＪＢグループは、「創り出そう、躍動する社会を。 
挑戦しよう、技術とともに。」というグループビジョンのも 
と、「HARMONIZE」を推進し、お客様のDXを支援すること
で、価値創造型企業へとさらなる変革を進めてまいります。

株主の皆様には今後ともより一層のご支援を賜ります
よう、心よりお願い申し上げます。

株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼
申し上げます。

当社の2022年3月期上半期（2021年4月1日〜2021年9月
30日）の事業概況をご報告申し上げます。

営業利益　二桁成長
前年同期比 ＋16% 過去最高の

新規受注高

超高速開発 前年同期比 ＋70%
クラウド 前年同期比 ＋86%
セキュリティ 前年同期比 ＋79%

注力事業伸長
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売上高（百万円）

27,571

60,042 58,500 60,000

上半期進捗
47.1%

2021年3月期
実績

2022年3月期
予想

2024年3月期
目標

1,668

2,603 2,800 3,300

上半期進捗
59.6%

2021年3月期
実績

2022年3月期
予想

2024年3月期
目標

中期経営計画では、企業のDXを実現するトータルITサービス「HARMONIZE」の提供を通し、高付加価値ビジ
ネス主体の事業構造への変革と、それによる持続的な成長をめざしています。「HARMONIZE」は、DXに必要な
10のサービスで構成されており、お客様のニーズに合わせ、最適なソリューションを組み合わせて提供いたします。

営業利益（百万円）

HARMONIZE 2023

※ クラウド及びセキュリティの売上高・新規受注高はストック

※2014年～2020年に実施した大型基幹システム(開発期間10か月以上)の他社見積もり期間との比較平均値

注力事業　ビジネス状況

期間1/2※で実現する基幹システム、鉄壁のフルクラウド
ビジネス変革を最速で実現するのは「HARMONIZE」。

あなたのDXに技術と熱い想いで共に挑みます。

“一番欲しい”を最速で

2021年3月期
上半期

2022年3月期
上半期

2024年3月期
目標

SI全体に占める
超高速開発比率

比率  70％

売上高 1,877百万円 2,869百万円 53%

受注高 1,807百万円 3,069百万円 70%

売上高 925百万円 1,396百万円 51% CAGR  46％

新規受注高 37百万円/月 68百万円/月 86%

売上高 891百万円 1,205百万円 35% CAGR  42％

新規受注高 28百万円/月 51百万円/月 79%

契約本数 34本 250本 635% 10,000本クラウドデータ連携

超高速開発

クラウド

セキュリティ

25% 41%

※

※

※

※

前年
同期比

ビジネスモデル
変革支援

お客様のビジネスモデル
変革を一貫してご支援

コラボレーション
サービス

お客様との統一窓口で、
役立つ情報をご提供

プラットフォーム変革
ソリューション

お客様のインフラ変革を、
最適コストでおまかせ構築

業務変革ソリューション

お客様の業務変革を、
最適なソリューションでスピード実現

バリュークリエイト
サービス

共創サービス

超高速開発

デジタル業務
ソリューション

SaaS IaaS ポータルサービス

クラウド連携
ソリューション セキュリティ コミュニティ

HARMONIZEが提供する10のソリューションとサービス

中期経営計画「HARMONIZE 2023」進捗状況

43



ＪＢグループの「Qanat Universe」は、株式
会社オービックビジネスコンサルタント様が展
開する業務クラウドサービス「奉行クラウド」
と他のクラウドサービスやシステムをつなぎ、
相互にデータを連携・活用できるサービス「奉
行クラウド App Connect」に採用され、「奉行
クラウド」を利用する多くのユーザー様で活用
されています。
「奉行クラウド」に加え、他の国内の主要な業

務クラウドサービスでも「Qanat Universe」が
数多く採用されており、今後も様々な分野のク
ラウドサービスを提供するパートナー企業様と
の連携を強化し、これまでにない新たな価値の
創出とビジネスの拡大を目指していきます。

累計66万社の導入実績「奉行シリーズ」のシステム連携サービスに採用
さらなるビジネス拡大に向けて [パートナー企業様との連携事例]

企業にとって根幹となる業務のシステム（=基幹システム）は、ビジネスの変
化やテレワークでの働き方にも対応できる柔軟性が求められています。

ＪＢグループの超高速開発は、通常、数年の開発期間を必要とする基幹システ
ム開発を、独自の開発手法により1/2※の期間で実現することが可能です。400社
を超える実績をベースに、一層の開発の効率化・高速化を図り、多くのお客様に
超高速開発の価値をお届けしています。

クラウドで提供される様々なサービスの利用が進み、便利になる一方で、サー
ビス同士がつながっていないため、個々にデータを登録する手間が発生する等、
新たな課題も見えてきました。

ＪＢグループが提供するクラウド連携プラットフォーム「Qanat Universe（カ
ナート ユニバース）」は、クラウドや社内にある、様々なシステムやサービス同
士を簡単に連携することができます。これにより、利用者は開発の手間やコスト
を抑え、圧倒的なスピードで業務の効率化を図ることが可能になります。

必要な時に、必要なものを、必要な分だけ利用できるクラウドは、企業がDX
（デジタルトランスフォーメーション）を推進する上で不可欠なサービスとなって
います。

ＪＢグループは、お客様の現状のシステム環境を“診断”するクリニックをは
じめ、Cloud Fitness/Health（クラウド フィットネス/ヘルス）等のユニークな
サービスを提供しています。これらのサービスを通じ、クラウドの検討段階から、
導入、運用後も快適で安全なクラウド環境を継続して支えています。

クラウドの活用やテレワークの広がりにより、セキュリティで守られていない
社外から企業のデータへのアクセスが増える等、セキュリティ対策の重要性が高
まっています。

ＪＢグループでは、お客様の現状のシステム環境のどこに、どのようなセキュ
リティリスクがあるかを可視化するサービスを入口に、必要となるセキュリティ
サービスを提案しています。24時間365日体制の運用センターで、安心・安全な
システム環境を支えています。

超高速開発 企業の基幹システムを独自の開発手法で最速提供

クラウド 検討段階から運用後も、継続して最適なクラウド環境を提案

セキュリティ あらゆる環境を全方位で守る、万全のセキュリティ対策

構築実績

累計

400社

導入実績

累計

360本

導入実績

累計

1,740社

導入実績

累計

1,100社

※ 2014～2020年に実施した大型基幹システム（開発期間10か月以上）の他社見積もり期間との比較平均値

AI（人工知能）
会計・請求 人事・給与

すべてをつなぐ
クラウドプラットフォーム

様々なクラウドサービス

プリンターPC モバイル
社内システム

あらゆるデータをつなぎ、業務効率化を最速実現クラウドデータ連携超高速開発、クラウド、セキュリティ、クラウドデータ連携の注力事業分野において、 
ＪＢグループならではの強みをいかし、さらなる成長を目指してまいります。

「HARMONIZE 2023」注力事業
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基幹インフラのフルクラウド化と業務デジタル化によるDX推進 Style Jは、社員一人ひとりが輝ける環境を目指した、新しい働き方への取り組みです

これまでエンジニア、プロジェクト・マネージャーとして現場一筋でキャリアを積み
ながら、私生活では結婚し、子宝にも恵まれ、忙しくも充実した生活を送っていた最中、
夫が仕事でアメリカに駐在する事となりました。単身赴任してもらうか、休職して一緒
にアメリカに行くか悩む中、思い切って上司に相談したところ、家族は一緒にいるべき
だと後押しされ、リモートで働ける仕事を用意して頂きました。さらに、慣れないアメ
リカでの生活ということで、週3日勤務をベースにし、時差があるため勤務時間もその
範囲で柔軟に変更できる形態となりました。それから早3年、リモートワーク環境をフル
活用するだけでなく、日本との時差を利用した連携業務も出来るようになってきました。
生活にも慣れ、最近は仕事の合間に娘が通う小学校でボランティア活動をしながら、ア
メリカの文化や地域コミュニティを学んでいます。自身のキャリアを諦めることなく、地
の利も活かしたワーク・ライフ・バランスが取れています。

入社以来、情報システム部門として、首都圏の事業所で働いてきましたが、両親の病
気をきっかけに高知の実家にUターンすることになりました。最初は退職するつもりでし
たが、当時の上司より、「ネットワーク環境さえ整っていれば、在宅でも今の仕事はでき
るんじゃないか？」と提案いただき、4年程前から高知で在宅勤務しています。はじめは
オン・オフの切り替えに戸惑いましたが、今では通勤というストレスがないことで、始
業前に心の余裕が持てていると思います。一番心配だったのは、コミュニケーションで
すが、メール、チャット、Web会議、電話など、様々な手段が一般的になった今は、ほ
ぼ困ることはありません。何より自然が大好きな自分には、仕事前に畑仕事をしたり、
休日には波乗りや登山などをしたり、自分にピッタリの環境の中で、自分にあった働き
方をさせて頂いているので、あの時退職しなくて良かったなと、心から感謝しています。

コロナ禍にあっても社員が安心して働き、生活ができるよう、全国3会場にて計8日
間、新型コロナワクチンの職域接種を実施しました。社員やその家族に加えて、お客
様など関係先の皆様が接種を受けました。

夫のアメリカ駐在に同行し、働くママを継続 !!

フルクラウド活用による社員の働きやすさの向上 ライフスタイルに合わせて、様々な働き方を実践している社員を紹介します

両親が暮らす高知の実家にUターン

新型コロナワクチンの職域接種を実施

ＪＢＣＣ
ソリューション事業

石
いし

田
だ

 裕
ひろ

美
み

さん

ＪＢＣＣ
サービス事業 DX推進

眞
ま

鍋
なべ

 浩
こう

司
じ

さん

ＪＢグループでは、請求業務のデジタル化ソリューションとして、「おまかせ請求」
を自社開発し、多くのお客様にご利用いただいています。自社業務センターでも導入
し、請求書の帳票を、ウェブ上でやりとりできるようになりました。発送業務が不要
となったことで、お客様のもとへ従来よりも2～3日早く請求書をお届けできるように
なっただけでなく、お客様からも、請求データを利用し会計システムへの二重登録が
なくなった、請求書紛失の心配がなくなったというお声を頂戴しており、好評です。
インターネット環境があればどこからでもアクセスできるため、テレワークをして
いるお客様にも非常に適しています。

今後は、請求業務だけでなく、取引先へのウェブ発注や納期回答ができる取引先
ポータル、給与明細配信をはじめとした社員ポータルなど、業務支援サービスの開
発を進め、お客様の業務支援を強化していきます。

ペーパーレス化によるお客様との請求業務の効率化

Ｃ＆Ｃビジネスサービス
業務センター
業務管理 担当

草
くさ

地
ち

 恭
きょう

子
こ

さん

ＪＢグループのDX推進や働き方改革で基礎となるのは、「社員がだれでも場所を
選ばずに働ける」という環境です。このコロナ禍においても、以前からリモートワーク
を推進して環境を整備していましたので、滞りなく業務を遂行できました。今回、
自社で管理していたデータセンターをクラウド移行したことで、高額なデータセン
ターの賃料、ネットワーク費用を削減できただけでなく、社内のシステム担当者の
業務負荷の軽減も実現しました。システム担当者はトラブル時にデータセンターへ
出向く必要がなくなり、テレワークも促進され、以前よりも働きやすい環境が提供
できるようになっています。今後もAzure※1やAWS※2などのクラウドサービスを活用
し、マルチクラウド環境におけるゼロトラストへの対応などの新しいセキュリティ
技術も取り入れ、わたしたち自身がショーケースとなって、お客様にご提供してい
きたいと考えています。

社員の
健康を守る

ＪＢＣＣ
執行役員 IT サービス事業
DX推進 事業部長

武
たけ

田
だ

 雅
まさ

大
ひろ

さん

※1 Azure：マイクロソフト社のクラウドサービス
※2 AWS：アマゾン ウェブ サービス社のクラウドサービス

ＪＢグループ内におけるDXへの取り組み 多様性を活かした新しい働き方への挑戦 -Style J-
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株主総会の動画を、後日見れるように
していただきたい

社員が明るく生き生きと働いている姿が
目に浮かびます。YouTubeも良かった

ありがとうございます。当社では、「決算説明会」
「株主総会」の様子を動画で公開しております。 
ぜひご覧ください。

ありがとうございます。ＪＢグループではソーシャル
メディアを積極的に活用し、様々な情報を発信して 
います。ぜひフォローやいいね！をお願いします。

https://www.jbcchd.co.jp/itservice/
webmedia/

ＪＢグループソーシャルメディア一覧
https://www.jbcchd.co.jp/ir/library/
movie/

動画配信

https://www.jbcchd.co.jp/ir/2021/09/10/173000.html

アンケートでは、当グループへの励ましのお言葉や要望など様々なコメントをお寄せいただきました。一部
ご紹介します。

満足度・わかりやすさについて

株主様アンケートのご報告

コメントからは、「これからの展望がわかり良かった」
「社員の声が聞けるのはとても良い」など多くのご意見
をいただきました。「IT知識のない人にも理解しやすい
表現に努めてほしい」といったご要望もございました。
当グループをよりご理解いただけるよう、今後も引き
続き、改善に努めてまいります。

株主通信について

寄せられたご意見をご紹介します

前回発行の第57期株主通信で実施しましたアンケートでは、
２,000名を超える多くの株主の皆様からご回答いただきました。
ご回答いただきました皆様には、心より感謝申し上げます。貴重なご意見を 
参考に、ＪＢグループをご理解いただける、株主通信の充実を図ってまいります。

アンケート概要

株主様アンケートの詳細なご報告は当社ホームページをご覧ください。

普通
50%

満足
49%

普通
45%

理解できた
54%

不満
1%

理解できなかった
1%

わかりやすさ満足度

実施期間
2021年6月18日～7月19日

回答方法
はがき、インターネットによる回答

回答人数 2,127名

利益還元について
当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題のひとつと位置付けております。剰余金の配当につきま

しては、経営体質の強化と将来のグループ全体としての事業展開を考慮しつつ、株主の皆様へ安定的かつ継続
的な配当を行うことを基本方針としております。

また、自己株式の取得につきましても、株主の皆様への有効な利益還元のひとつと考えており、株価の動向
や財務状況等を考慮しながら、必要に応じて機動的に実施してまいります。

自己株式の取得について

当社は、株式会社東京証券取引所からプライム市場への適合基準を満たしている旨の通知を受けました。これ
を受けて、取締役会でプライム市場を選択することを決議し、2021年9月13日にその旨を株式会社東京証券取
引所に申請いたしました。

今後とも株主の皆様のご期待に沿えるようコーポレート・ガバナンスの充実を図るとともに、持続的な成長と
企業価値の向上に努めてまいります。

東京証券取引所市場区分の変更について

（2021年10月27日開示）
◦取得し得る株式の総数 60万株（上限）
 （発行済株式総数に対する割合 3.7%）
◦株式の取得価額の総額 10億円（上限）
◦取得方法 東京証券取引所による市場買付
◦取得期間 2021年10月28日～2022年3月24日

2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 
（予想）

1株当たり年間配当金 50円 50円 52円
配当金額総額 813百万円 805百万円 827百万円
配当性向 41.7% 41.6% 43.6%
自己株式取得価額 875百万円 － 1,000百万円
総還元性向 86.5% 41.6% 96.2%

株主の皆様とともに
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科目
前第2四半期連結累計期間
2020年４月 1 日から
2020年９月30日まで

当第2四半期連結累計期間
2021年４月 1 日から
2021年９月30日まで

売上高 30,155 27,571
　売上原価 21,419 19,143
売上総利益 8,735 8,427
　販売費及び一般管理費 7,298 6,758
営業利益 1,436 1,668
　営業外収益 103 166
　営業外費用 56 56
経常利益 1,483 1,778
　特別利益 186 30
　特別損失 78 －
税金等調整前四半期純利益 1,591 1,809
　法人税等 609 550
　四半期純利益 981 1,259
　非支配株主に帰属する四半期純利益 2 2
親会社株主に帰属する四半期純利益 979 1,256

連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

科目
前第2四半期連結累計期間
2020年４月 1 日から
2020年９月30日まで

当第2四半期連結累計期間
2021年４月 1 日から
2021年９月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 267 730
投資活動によるキャッシュ・フロー △543 △14
財務活動によるキャッシュ・フロー △485 △525
現金及び現金同等物に係る換算差額 △15 27
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △776 217
現金及び現金同等物の期首残高 9,444 10,753
現金及び現金同等物の四半期末残高 8,668 10,970

連結貸借対照表 （単位：百万円、端数切捨て） （単位：百万円、端数切捨て）

（単位：百万円、端数切捨て）

科目 前連結会計年度末
2021年3月31日現在

当第2四半期
連結会計期間末

2021年9月30日現在

資産の部
流動資産 25,719 25,151
　現金及び預金 10,753 10,970
　受取手形、売掛金及び契約資産 11,976 11,089
　商品及び製品 938 1,331
　仕掛品 227 －
　原材料及び貯蔵品 233 266
　その他 1,590 1,493
固定資産 9,027 8,706
　有形固定資産 1,877 1,721
　無形固定資産 624 590
　投資その他の資産 6,525 6,394

資産合計 34,747 33,857
負債の部

流動負債 13,137 12,944
　支払手形及び買掛金 4,064 4,118
　短期借入金 290 270
　その他 8,782 8,556
固定負債 4,003 2,284
　退職給付に係る負債 263 10
　その他 3,739 2,274

負債合計 17,140 15,229
純資産の部

株主資本 16,773 17,799
　資本金 4,713 4,713
　資本剰余金 4,936 4,978
　利益剰余金 9,012 9,857
　自己株式 △1,888 △1,750
その他の包括利益累計額 810 806
　その他有価証券評価差額金 822 793
　為替換算調整勘定 △15 14
　退職給付に係る調整累計額 3 △1
非支配株主持分 23 23

純資産合計 17,607 18,628
負債・純資産合計 34,747 33,857https://www.jbcchd.co.jp/ir/library/

JBCCHD ＩＲ 決算短信 検索

当期連結決算の詳細は当社ホームページ
〔ＩＲ資料室（決算短信）〕に掲載しています。

3

4

4

4

5

1

2

1 確定拠出年金制度への完全移行
に伴い移管金の払込みを行ってい
ることから、固定負債のその他は
順次減少しております。

3 売上高は株式譲渡に伴う連結対
象子会社の減少及びクラウド化の
進展によるシステム販売の低下に
より減収となりました。

4 利益については、注力事業であ
るクラウド、セキュリティ、超高
速開発が着実に成長するととも
に、販管費の最適化も寄与し、増
益となっております。

5 キャッシュ・フローの主なポイント
営業活動によるキャッシュ・フロー
 ・税金等調整前四半期純利益（＋）
 ・長期未払金の減少（ー）
投資活動によるキャッシュ・フロー
 ・無形固定資産の取得（ー）
 ・政策保有株式の売却（＋）
財務活動によるキャッシュ・フロー
 ・配当金の支払い（ー）
 ・リース債務の返済（ー）

2 純資産の増加により自己資本比
率は55％に向上いたしました。

財務の状況
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株主数

株主数

（100.0％）
6,911名

株式数

株式数

（100.0％）
17,773千株

大株主（上位10位）

■金融商品取引業者 193千株 （1.09%）
■外国法人等 2,304千株（12.96%）
■金融機関 4,330千株（24.36%）
■その他の法人 985千株 （5.55%）
■個人・その他 9,961千株（56.04%）

■金融商品取引業者 29名 （0.42%）
■外国法人等 102名 （1.48%）
■金融機関 22名 （0.32%）
■その他の法人 70名 （1.01%）
■個人・その他 6,688名（96.77%）

順位 株主名
所有株式数

千株 ％
1 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,928 11.89
2 Ｊ Ｂ グ ル ー プ 社 員 持 株 会 1,315 8.11
3 株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,102 6.80
4 富 国 生 命 保 険 相 互 会 社 675 4.16
5 JPMBL RE NOMURA INTERNATIONAL 

PLC 1 COLL EQUITY 526 3.24
6 成 川 武 彦 317 1.96
7 谷 口 君 代 200 1.23
7 明 治 電 機 工 業 株 式 会 社 200 1.23
7 安 田 倉 庫 株 式 会 社 200 1.23

10 日 本 電 通 株 式 会 社 182 1.12
（注1）  上記には、当社名義の自己株式1,551千株は含まれておりません。
（注2）  上記の比率は「発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有

株式数の割合」です。

会社概要（2021年9月30日現在）

役　　員（2021年9月30日現在）

株式の状況（2021年9月30日現在）

所有者別株式分布状況（2021年9月30日現在）

発行可能株式総数 86,000,000株
発行済株式の総数 17,773,743株
株主数 6,911名

社 名 ＪＢＣＣホールディングス株式会社
（JBCC Holdings Inc.）

本 社 所 在 地 〒144-8721 
東京都大田区蒲田5-37-1
ニッセイアロマスクエア

設 立 年 月 日 1964年4月1日

資 本 金 47億13百万円

グ ル ー プ 社 員 数 1,820名
（別途有期社員：232名）

代 表 取 締 役 社 長 東　上　征　司

取 締 役 三　星　義　明

高　橋　保　時

吉　松　正　三

薮　下　真　平

内　田　義　隆

井　戸　　　潔 ※

鷺　谷　万　里 ※

取締役監査等委員 谷　口　　　卓

今　村　昭　文 ※

渡　辺　善　子 ※

私たちＪＢグループは、本業であるITを通じて「DX｣｢人財｣｢環境」
の3つの視点でSDGsに自らの意思で取り組み、持続可能な社会を
目指して活動を続けています。日々の営業活動では、HARMONIZE
ソリューションのご提案時に、ご案内するソリューションがSDGsの
どのゴールに寄与し、お客様企業のSDGs目標に貢献できるかについ
ても、わかりやすくご紹介しています。

SDGs（Sustainable Development 
Goals）とは、2015年9月の国連サミ
ットで採択された、2030年までに持
続可能でよりよい世界を目指す国際目
標です。17のゴール・169のターゲッ
トから構成されています。

本業以外にも、社員自らができることを実践し、SDGsに貢献する活動に取り組んでいます

Ｃ＆Ｃビジネスサービス
人事労務

仲
なか

亀
がめ

 真
ま

紀
き

子
こ

さん

お客様向け提案書（一例）

当社の提案とお客様の
改善がSDGsとどう関連
するのかわかりやすく、
かつ身近に感じられるよ
うに取り組んでいます。

SDGsのかかげる「だれ一人取り残さない」という考え方は、立場が弱い動物た
ちにも当てはまるのでは、と感じています。幼い頃から地域猫の保護活動などに
参加し、動物が身近にいるのは「あたりまえ」でした。17年前、殺処分予定だった
2匹の兄妹猫を引き取ることになった際、命に責任を持ちたいと思い、愛玩動物飼養管理士
と愛玩動物救命士の資格を取得しました。この資格を活かし東日本大震災では、獣医さん
やボランティア仲間と協力して飼い主を亡くした動物を保護し、里親を探す活動をしまし
た。また、5年前と2年前には繁殖ブリーダーが手放したチワワを引き取りました。心に傷
を負っていた2匹も今ではだいぶ穏やかになり、仲良く一緒に暮らしています。野良猫や
野良犬問題は人間の身勝手が生み出しているもの。動物を捨てない意識、生体販売やブリー
ダーの資格を厳しくするなど、不幸になる動物が減ることを願っています。

保護猫・保護犬とともに暮らす

※独立社外取締役

SDGs（持続可能な開発目標）サステナビリティへの取り組み 会社概要・株式情報
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決算などの財務情報に関するご質問は
eｰmail：ir@jbcc.co.jp

決算などの財務内容、
プレスリリースなど
を紹介しています。
ご質問、ご意見などを
お寄せいただくコー
ナーもございます。

URL https://www.jbcchd.co.jp/ir/

▍株主メモ
事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日
期 末 配 当 金
受領株主確定日 3月31日

中 間 配 当 金
受領株主確定日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催
株主名簿管理人
特 別 口 座
口 座 管 理 機 関

三菱UFJ信託銀行株式会社

株券電子化後、配当金の口座振込のご指定は配当金振込指定書を各口座管理機関（証券会社など）を経由してお届けいただくこととなりました。振込
指定の詳しいお手続きにつきましては、お取り引きのある口座管理機関にお問い合わせください。お知らせ

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1
電話 0120-232-711（通話料無料）
電話 042-204-0303（通話料有料）
受付時間9：00～17：00（土・日・祝日等を除く）
郵送先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所
公 告 掲 載URL https://www.jbcchd.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない
事由が生じた時には、日本経済新聞に公告いたします。）

ホームページをご活用ください。

定時株主総会や機関投資家向け決算説明会の動画など、
当社経営者のメッセージ動画を配信しています。

動画配信
URL https://www.jbcchd.co.jp/ir/library/movie/

当社ホームページの｢IRニュース｣などに掲載された各種
新着情報を、メールでご案内しています。｢株主・投資家
情報｣左メニューの｢IRメール配信サービス｣よりご登録
ください。

ＩＲメール配信サービスのご案内 無料

Facebook
https://www.facebook.com/jbcchd

Twitter
https://twitter.com/jbcchd

YouTube
https://www.youtube.com/jbcchd

ソーシャルメディアを活用し、情報をお届けしています。

社長の東上がTwitter公式アカウントにて、日々感じたことや会社経営に対する
想いなどをつぶやいています。

社長
Twitter

URL https://twitter.com/higashiuejbcc1

https://www.jbcchd.co.jp/ir/
https://www.jbcchd.co.jp/
https://www.jbcchd.co.jp/ir/library/movie/
https://www.facebook.com/jbcchd
https://twitter.com/jbcchd
https://www.youtube.com/jbcchd
https://twitter.com/higashiuejbcc1
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